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ＡＩオンデマンド交通の実証実験による交通基礎データの収集について 

 

１ 目 的 

現在、いわゆる「２０２４年問題※」が全国的に顕在化しており、今後は、少子   

高齢化に伴い、交通事業を担う人材の更なる不足が懸念される。 

そこで、持続可能な地域公共交通のあり方について検討するため、ＡＩオンデマン

ド交通の実証実験により、地域課題やニーズを捉える交通基礎データの収集を行う。 

 

２ 実施概要 

（１）内 容 

ＡＩオンデマンド交通（乗降ポイント方式）の実証実験により、利用者の乗降デー

タを取得し、地域における移動需要を把握する。 

※ＡＩオンデマンド交通イメージは、別添・図１のとおり 

（２）対象エリア 

言問通り以北エリア 

※詳細は、別添・図２のとおり 

（３）運行期間 

令和６年１０月～令和７年３月 

（４）運行時間 

午前７時～午後１０時（予定） 

※詳細は、今後、運行事業者等と協議 

（５）運行台数 

２～３台 

（６）乗降ポイント数 

５０～６０か所程度 

（７）その他 

運賃や乗降ポイントの設定等は、今後、関係機関等と協議 

 

 

※２０２４年問題 

…「働き方改革関連法」により、２０２４年４月から、自動車運転者の労働時間等の規制が強化

されることにより生じる、輸送能力低下等の問題。 

令 和 ６ 年 ６ 月 １ ７ 日  
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３ 補正予算額（案） 

歳入  ２９，２２３千円 

歳出  ７７，１５１千円 

 

４ 今後の予定 

令和６年 ７月～９月  運行事業者選定、乗降ポイント設定 

対象エリア町会及び関係機関等へ説明 

地域公共交通会議に報告 

１０月～    実証実験 
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